4.「技術士として福島復興に寄せる想い」それぞれの311メッセージ

｢技術士として福島復興に寄せる想い｣は、東京電力福島第一原子力発電所事故について、それぞれの経験や活動､この10年の思いを振り返り、部会ホームページ『福島復興支援活動関連』への掲載を前提に、日本技術士会会員（正会員・準会員）から任意として募集したものである。

8つのサブテーマは、執筆時のヒントとするために提示したもので、サブテーマに収まりきらないものは、その他もしくは複数テーマとした。本誌では、本人が指定してきた場合はそのまま、未指定の場合は編集者の判断で分類し、テーマごとに掲載している。

【サブテーマ】
① 組織の意識改革

② 安全文化醸成

③ 原子力施設の安全性向上

④ 原子力防災

⑤ リスクコミュニケーション

⑥ 地域とのかかわり

⑦ 「人財/人材」育成

⑧ 技術士がなすべきこと

⑨ その他複数テーマ

ここでは、部会報23号の記事を題材とし、一般の当部会員・当部会以外の技術士からも「福島復興に寄せる想い」の原稿投稿を募集して追加し、部会ＨＰに特集掲載したいと考えている。そのため、原稿は8年目の2019年投稿のものと、10年目の2021年投稿のものの2種類がある。
